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(57)【要約】
　本発明は、流体接続セグメント（１２）と、エネルギ
ー貯蔵セグメント（１３）と、電気／電子セグメント（
１４）と、を有するハウジング（１１）を備えた、特に
ハイブリッド駆動のためのバッテリーシステム（１０）
に関し、エネルギー貯蔵セグメント（１３）は少なくと
も２つの貫流可能な冷却エレメント（１５）と、少なく
とも１個のセルブロック（１６）と、を有しており、セ
ルブロックはそれぞれコンタクトプレート（１５）によ
って電気的及び機械的に接続された複数のバッテリーセ
ル（１７）から形成されており、セルブロック（１６）
は２つの冷却エレメント（１５）の間に配置されている
。本発明は、エネルギー貯蔵セグメント（１３）が流体
接続セグメント（１２）と電気／電子セグメント（１４
）との間に配置されており、ハウジング（１１）の全内
容積の少なくとも０．５倍に相当する直方体容積を有す
ることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体接続セグメント（１２）と、エネルギー貯蔵セグメント（１３）と、電気／電子セ
グメント（１４）と、を有するハウジング（１１）を備えた、特にハイブリッド駆動のた
めのバッテリーシステム（１０）であって、前記エネルギー貯蔵セグメント（１３）は、
少なくとも２つの貫流可能な冷却エレメント（１５）と、少なくとも１つのセルブロック
（１６）と、を有しており、前記セルブロックはそれぞれコンタクトプレート（１５）に
よって電気的及び機械的に接続された複数のバッテリーセル（１７）から形成されており
、前記セルブロック（１６）は２つの冷却エレメント（１５）の間に配置されており、
　前記エネルギー貯蔵セグメント（１３）は、前記流体接続セグメント（１２）と電気／
電子セグメント（１４）との間に配置されており、前記ハウジング（１１）の全内容積の
少なくとも０．５倍に相当する直方体容積を有することを特徴とするバッテリーシステム
（１０）。
【請求項２】
　前記直方体容積は、前記ハウジング（１１）の全内容積の少なくとも０．５５倍、特に
少なくとも０．６倍、特に少なくとも０．６２倍、特に少なくとも０．６５倍に相当する
ことを特徴とする、請求項１に記載のバッテリーシステム（１０）。
【請求項３】
　前記バッテリーセル（１７）は、特にタイプ１８６５０の円筒セルによって形成されて
いることを特徴とする、請求項１又は２に記載のバッテリーシステム（１０）。
【請求項４】
　前記ハウジング（１１）は、最高で２００ｍｍ、特に最高で１９０ｍｍ、特に最高で１
８０ｍｍ、特に最高で１７０ｍｍ、特に最高で１６０ｍｍの全高を有することを特徴とす
る、請求項１から３のいずれか一項に記載のバッテリーシステム（１０）。
【請求項５】
　すべての取外し可能な電気接続（２１）及び／又はすべての取外し可能な流体接続（２
０）は、前記ハウジング（１１）の外部に配置されていることを特徴とする、請求項１か
ら４のいずれか一項に記載のバッテリーシステム（１０）。
【請求項６】
　前記セルブロック（１６）に沿って側方に、前記エネルギー貯蔵セグメント（１３）に
割当てられる、バッテリー監視システムのための電子基板が配置されていることを特徴と
する、請求項１から５のいずれか一項に記載のバッテリーシステム（１０）。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載のバッテリーシステム（１０）を備えた自動車、
特にハイブリッド車。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前提部に記載された、特にハイブリッド駆動のためのバッテリー
システム並びに斯かるバッテリーシステムを備えた自動車に関する。斯かるバッテリーシ
ステムは、例えば同一出願人に帰する欧州特許出願公開第２７４４０３４（Ａ１）号明細
書により知られている。
【背景技術】
【０００２】
　既知のバッテリーシステムでは、ハウジング内に、冷却エレメントによって互いに分離
された、セルブロックが配置されている。セルブロックの端側には流体接続が設けられて
おり、個々のセルブロックの相互の配線が流体接続の間に配置されている。この点でハウ
ジングは複数のセグメントに分割され、エネルギー貯蔵セグメントと、電気／電子セグメ
ントと、少なくとも１つの流体接続セグメントと、が区別される。
【０００３】
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　具体的には欧州特許出願公開第２７４４０３４（Ａ１）号明細書によるバッテリーシス
テムでは２つの流体接続セグメントが設けられており、それら間に電気／電子セグメント
が延びている。流体接続セグメント及び電気／電子セグメントはエネルギー貯蔵セグメン
トの同じ端側に配置されている。流体接続セグメントには複数の流体路をまとめて案内す
るための接続配管が設けられているが、これらは比較的大きい構成スペースを占め、これ
が既知のバッテリーシステムの外寸に関して不利であることが明らかとなった。更に、電
気／電子セグメントと流体接続セグメントが空間的に近いことは懸念すべきであることが
分かった。
【発明の概要】
【０００４】
　従って本発明の課題は、冒頭で述べた形式のバッテリーシステムを、サイズがコンパク
トで運転安全性が高められるように改良することである。更に本発明の課題は、斯かるバ
ッテリーシステムを有する車両を提供することである。
【０００５】
　本発明によりこの課題は特許請求項１の対象によって解決される。
【０００６】
　これにより、流体接続セグメントと、エネルギー貯蔵セグメントと、電気／電子セグメ
ントと、を有するハウジングを備えた、特にハイブリッド駆動のためのバッテリーシステ
ムが提案される。エネルギー貯蔵セグメントは、少なくとも２つの貫流可能な冷却エレメ
ントと、１つのセルブロックと、を有している。セルブロックは、コンタクトプレートに
よって電気的に接続された複数のバッテリーセルから形成される。この場合、セルブロッ
クは２つの冷却エレメントの間に配置されている。本発明によれば、エネルギー貯蔵セグ
メントは流体接続セグメントと電気／電子セグメントとの間に配置される。
【０００７】
　バッテリーシステムを本発明に従って構成することにより、一方では流体接続セグメン
トと電気／電子セグメントとがエネルギー貯蔵セグメントによって互いに分離されている
ので運転安全性が高められる。特に流体接続セグメントはハウジングの一方の端側に配置
され、電気／電子セグメントは反対の端側に配置でき、その結果として構造的な分離がも
たらされて熱事象に伴う短絡の危険が低減される。
【０００８】
　更に、本発明においてエネルギー貯蔵セグメントは、ハウジングの全内容積の少なくと
も０．５倍に相当する直方体容積を有するようにされている。これにより特に高いパッケ
ージ密度がもたらされ、その結果としてバッテリーシステム、特にハウジングの外寸は既
知のバッテリーに対して縮小されている。これによりバッテリーシステムをハイブリッド
駆動に統合する別の可能性が開かれると同時に、高い貯蔵容量が提供される。このバッテ
リーシステムを車両に使用すると、バッテリーシステムのコンパクトな寸法にもかかわら
ず車両の航続距離を高めることができる。
【０００９】
　本発明の特に好適な実施形態において、エネルギー貯蔵セグメントは少なくとも３つの
貫流可能な冷却エレメントと、少なくとも２つの互いに上下に配置されたセルブロックと
、を有しており、２つの冷却エレメントの間にそれぞれ１つのセルブロックが配置されて
いる。
【００１０】
　小さい外寸で貯蔵密度を更に高めるために、若しくは等しい貯蔵密度で外寸を更に縮小
するために、本発明の特に好適な変形例において直方体容積は、ハウジングの全内容積の
少なくとも０．５５倍、特に少なくとも０．６倍、特に少なくとも０．６２倍、特に少な
くとも０．６５倍に相当するようにされている。これに関連して注記すると、直方体容積
は、個々のセグメントの各辺の長さを測定することによって求められる。
【００１１】
　バッテリーシステムのバッテリーセルは、特にタイプ１８６５０の、特に円筒セルによ
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って形成されてよい。斯かる円筒セルは安い単価で大量に入手できるので、バッテリーシ
ステムを廉価に生産することが可能である。
【００１２】
　バッテリーシステムのコンパクトな外寸に関して、ハウジングは、最高で２００ｍｍ、
特に最高で１９０ｍｍ、特に最高で１８０ｍｍ、特に最高で１７０ｍｍ、特に最高で１６
０ｍｍの全高を有すると好都合である。
【００１３】
　本発明の好適な変形例においてすべての取外し可能な電気接続及び／又はすべての取外
し可能な流体接続はハウジングの外部に配置されている。このことはバッテリーシステム
の運転安全性の向上に寄与する。なぜなら取外し可能な流体接続に漏れが生じてもハウジ
ングの内部に液体が溜まらないからである。むしろ電流を帯びている部材との有利な分離
が生み出されている。
【００１４】
　セルブロックに沿って側方に、エネルギー貯蔵セグメントに割当てられる、バッテリー
監視システムのための電子基板を配置できる。電子基板は個々のバッテリーセルの電圧及
び／又は温度を監視するために使用でき、有利にはセルブロックと連結されて、バッテリ
ーシステムに内蔵することによりエネルギー貯蔵セグメントの直方体容積は最大限でも僅
かしか変化せず、好ましくは変化しないままであるように構成されている。
【００１５】
　本発明は付帯的な側面の枠内で更に、上記のバッテリーシステムを備えた自動車、特に
ハイブリッド車に関する。バッテリーシステムの外寸が小さいと同時に貯蔵密度が高いた
めにバッテリーシステムは簡単且つ省スペースで車両に統合できる。
【００１６】
　以下に本発明を実施例に基づき、添付の模式的な図面を参照して詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明によるバッテリーシステムのハウジングの縦断面図である。
【図２】ハウジング１の縦断面の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　バッテリーシステムは、流体接続セグメント１２と、エネルギー貯蔵セグメント１３と
、電気／電子セグメント１４と、に区分されるハウジング１１を有している。この機能区
分は、エネルギー貯蔵セグメント１３が実質的に直方体容積を有しており、その中に少な
くとも２つの互いに上下に配置されたセルブロック１６が配置され、それぞれ２つの貫流
可能な冷却エレメント１５の間に配置されている構造を反映している。
【００１９】
　エネルギー貯蔵セグメント１３は、直方体の外縁によって画定され、少なくとも１つの
下部冷却エレメント１５ａと、下部セルブロック１６ａと、中間冷却エレメント１５ｂと
、上部セルブロック１６ｂと、上部冷却エレメント１５ｃと、を有する。セルブロック１
６はそれぞれ複数のバッテリーセル１７から形成され、コンタクトプレートによって互い
に電気的及び機械的に接続されている。従って全体として直方体容積の高さは、冷却エレ
メント１５とセルブロック１６とからなる層構造より計算され、セルブロック１６の高さ
はバッテリーセル１７の高さにコンタクトプレートの厚さの２倍を加えたものに相当する
。
【００２０】
　好ましくはエネルギー貯蔵セグメントに対して少なくとも全内容積の０．５倍に相当す
る直方体容積が生成される。特にハウジングは直方体形の内容積を有するようにされてい
る。具体的な実施形態において直方体容積はまた、ハウジング１１の全内容積の少なくと
も０．５５倍、特に少なくとも０．６倍、好ましくは少なくとも０．６２倍、特に有利に
は少なくとも０．６５倍に相当してよい。
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【００２１】
　具体的な構造においてハウジング１１の内容積は約５４リットルであり、セルブロック
１６の直方体容積は約３６リットルである。
【００２２】
　バッテリーセルは、円筒セルによって形成されている。円筒セルは例えばそれぞれ断面
直径１８ｍｍ及び高さ６５ｍｍを有することができる。円筒セルはタイプ１８６５０のリ
チウムイオン電池であることが好ましい。この場合、バッテリーセル１７は直列に列配置
され、バッテリーセル１７の互いに並置された複数の列がセルブロック１６にまとめられ
るようにすることができる。それぞれ隣接する列は互いにずらして配置でき、特にそれぞ
れセル直径約半分ずらすとセルブロック１６の内部で特に高いパッケージ密度が達成され
る。これはバッテリーシステムの全体寸法に肯定的な影響を与える。換言すれば、ハウジ
ング１１の大きさは変わらずに高められたエネルギー貯蔵器密度を達成できる。
【００２３】
　バッテリーシステム１０の図に示された実施例では、セルブロック１６当り合計７６８
つのバッテリーセル１７が設けられている。バッテリーセル１７の数は多いにもかかわら
ず、ハウジング１１は、好ましくは１６０ｍｍ～１８０ｍｍ、特に約１７０ｍｍの全高を
有する。
【００２４】
　冷却エレメント１５は、フレキシブルな外壁を有する冷却袋若しくは冷却バッグとして
形成されてよい。いずれの場合も冷却エレメント１５は冷媒が貫流でき、そのために冷却
エレメント１５はそれぞれ流体接続２０を含んでいる。流体接続２０は各々の冷却エレメ
ント１５の接続端に配置されており、エネルギー貯蔵セグメント１３から出て流体接続セ
グメント１２内に延びている。流体接続セグメント１２はハウジング１１の後端壁１９に
よって制限されている。冷却エレメント１５と一体的に、従って取外しできないように結
合されている流体接続２０は、後端壁１９を貫通して延び、後端壁１９内で固定されシー
ルされている。
【００２５】
　流体接続セグメント１２とは反対のエネルギー貯蔵セグメント１３の側には電気／電子
セグメント１４が配置されている。電気／電子セグメント１４は、ハウジング１１の前端
壁１８でセルブロック１６を電気接続２１と接続するために必要なすべての電気配線及び
電子部材を含んでいる。電気接続２１は電流接続も信号及び／又はデータ接続も含むこと
ができる。
【００２６】
　電気接続２１は前端壁１８の外側に配置されて、前端壁１８に固定され、前端壁１８に
対してシールされている。電気接続２１及び流体接続２０は、ハイブリッド駆動のバッテ
リーシステムと統合するためにレセプタクルを提供する。図に示された実施例では好適に
はすべての取外し可能な電気接続２１及びすべての取外し可能な流体接続２０は、ハウジ
ング１１の外部に配置されている。これによりバッテリーシステム１０の運転安全性が高
められる。しかしながらパッケージ密度を増すために、流体接続２０又は電気接続２１の
いずれかをハウジングの外部に配置することも考えられる。
【００２７】
　完全を期して言えば、バッテリー監視を提供するために、エネルギー貯蔵セグメント１
３は追加的にセルブロック１６と直接機械的及び電気的に接続された１つ以上の電子基板
を有することができる。電子基板は実質的に個々のバッテリーセル１７の個々の列を通し
て電圧を取り出すことを可能にする。同時に電子基板を個々のセルブロック１６の温度測
定に利用することができる。実質的に電子基板はセルブロック１６に沿った側面に同一平
面で配置されて、電子基板が完全にエネルギー貯蔵セグメントの直方体容積内に完全に入
るようになっている。斯かる電子基板は、各セルブロック１６に好ましくはそれぞれ１つ
のみ配置されており、直方体容積を計算する際には電気／電子セグメント１４ではなくエ
ネルギー貯蔵セグメント１３ｂに加算される。この場合、電子基板は好ましくはセルブロ
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ック１６のコンタクトプレートの間に密に同一平面で統合されており、直方体容積の計算
にはほとんど影響しない。
【符号の説明】
【００２８】
　１０　バッテリーシステム
　１１　ハウジング
　１２　流体接続セグメント
　１３　エネルギー貯蔵セグメント
　１４　電気／電子セグメント
　１５　冷却エレメント
　１５ａ　下部冷却エレメント
　１５ｂ　中間冷却エレメント
　１５ｃ　上部冷却エレメント
　１６　セルブロック
　１６ａ　下部セルブロック
　１６ｂ　上部セルブロック
　１７　バッテリーセル
　１８　前端壁
　１９　後端壁
　２０　流体接続
　２１　電気接続

【図１】

【図２】
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【国際調査報告】
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